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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 24,445 △61.7 1,395 20.3 1,360 22.6 864 43.7

2021年3月期第3四半期 63,793 3.4 1,159 46.2 1,109 51.4 601 57.5

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　965百万円 （38.6％） 2021年3月期第3四半期　　696百万円 （47.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 103.22 ―

2021年3月期第3四半期 71.82 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 46,649 8,646 16.5 917.18

2021年3月期 41,388 7,855 16.9 834.23

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 7,680百万円 2021年3月期 6,985百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 20.00 20.00

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 ― 1,400 ― 1,350 ― 900 ― 107.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

(注)2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号)等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の
金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P.７「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.７「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(会計方針の変更)(収益認識に関する会計基準等の適用)」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 8,379,000 株 2021年3月期 8,379,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 5,379 株 2021年3月期 5,364 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 8,373,632 株 2021年3月期3Q 8,373,647 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社とし
て約束するものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想等の前提となる条件及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項については、添付資料P２「1.当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が普及し、厳しい

状況が徐々に緩和され、経済活動に回復の兆しが見られましたが、引き続き変異株による感染拡大や原料価格の上

昇の懸念などもあり、景気の先行きとしては不透明な状況が続いております。

　水産業界におきましては、外出自粛による需要低迷の影響は受けたものの、緊急事態宣言解除により移動制限や

外出自粛が緩和され、前年同期と比較すると回復基調で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは引き続き消費者の食に関するニーズに迅速に対応するなど安全・安心な

食品を提供し、グループの持つ機能を最大限に活用して収益確保に努めてまいりました。

　その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は「収益認識に関する会計基準」

（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用により244億45百万円（前

年同期比393億47百万円減）、営業利益は13億95百万円(前年同期比２億35百万円増)となりました。経常利益は13

億60百万円（前年同期比２億50百万円増）となり、固定資産売却益１億87百万円を特別利益として計上したことに

より親会社株主に帰属する四半期純利益は８億64百万円（前年同期比２億62百万円増）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

① 冷蔵倉庫事業セグメント

　冷蔵倉庫事業セグメントは、売上高は巣籠需要の増加に伴い、在庫量は減少したものの入庫量は前年を上回り、

保管料売上・荷役料売上が伸長しましたが、収益認識会計基準等の適用により運送取扱料売上が減額となりました

ので、前年を下回りました。営業利益は適正在庫の見直しなどにより作業効率が改善し、減価償却費などの経費も

減少しましたため前年を上回りました。

　その結果、売上高は52億12百万円(前年同期比２億77百万円減）となり、営業利益は７億46百万円（前年同期比

１億26百万円増）となりました。

② 水産食品事業セグメント

　水産食品事業セグメントは、水産食材卸売部門においては、売上高は収益認識会計基準等の適用による影響はあ

りますが、エビやカニの販売単価の上昇により、売上高、営業利益ともに前年を上回りました。

　リテールサポート部門においては、売上高は取扱量は増加しましたが、収益認識会計基準等の適用により前年を

下回りました。営業利益は人件費や光熱費の増加により前年並みとなりました。

　食品製造販売部門においては、売上高は前年が新型コロナウイルス感染症の影響で低調だったため、前年に比べ

ると増加しましたが、営業利益は鳥インフルエンザの影響により主原料の卵価が高騰しましたため、前年を下回り

ました。

　その結果、売上高は192億33百万円(前年同期比390億70百万円減)となり、営業利益は６億48百万円（前年同期比

１億８百万円増）となりました。

　セグメント業績の詳細については、「２.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記

事項(セグメント情報等)」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前期末比52億60百万円増加し、466億49百万円となりました。

　流動資産は、売上債権の増加等により、前期末比52億82百万円増加の174億19百万円となりました。

　固定資産は、減価償却費等により、前期末比21百万円減少の292億30百万円となりました。

② 負債の部

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前期末比44億70百万円増加し、380億３百万円となりました。

　流動負債は、仕入債務の増加等により前期末比58億59百万円増加し、177億26百万円となりました。

　固定負債は、借入金の返済等により前期末比13億89百万円減少し、202億77百万円となりました。

③ 純資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、株主配当金の支払１億67百万円等があったものの、親会社株主に

帰属する四半期純利益が８億64百万円となったことなどにより、前期末比７億90百万円増加の86億46百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年５月14日に公表しました連結業績予想数値につきましては、本日（2022年１月28日）発表の「業績予想の

修正に関するお知らせ」にて修正致しました。当該業績予想の修正の詳細につきましては本日発表の「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,019 2,484

受取手形及び売掛金 6,155 12,389

商品及び製品 1,729 2,280

原材料及び貯蔵品 48 65

その他 195 217

貸倒引当金 △11 △17

流動資産合計 12,137 17,419

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 32,187 32,188

減価償却累計額 △13,487 △14,310

建物及び構築物（純額） 18,699 17,878

機械装置及び運搬具 5,971 6,036

減価償却累計額 △4,135 △4,396

機械装置及び運搬具（純額） 1,835 1,640

工具、器具及び備品 674 683

減価償却累計額 △482 △518

工具、器具及び備品（純額） 192 165

土地 5,224 5,217

リース資産 1,198 1,202

減価償却累計額 △556 △602

リース資産（純額） 642 599

有形固定資産合計 26,593 25,501

無形固定資産

のれん 56 35

その他 210 252

無形固定資産合計 267 287

投資その他の資産

投資有価証券 345 343

長期貸付金 1,593 2,642

繰延税金資産 301 301

破産更生債権等 0 0

その他 150 153

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,390 3,440

固定資産合計 29,251 29,230

資産合計 41,388 46,649

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,543 10,275

短期借入金 1,900 2,650

１年内返済予定の長期借入金 1,758 1,648

１年内返済予定の関係会社長期借入金 199 199

リース債務 221 215

未払金 144 230

未払法人税等 264 427

賞与引当金 135 61

役員賞与引当金 10 10

その他 1,689 2,006

流動負債合計 11,866 17,726

固定負債

長期借入金 18,787 17,580

関係会社長期借入金 1,373 1,223

リース債務 436 399

退職給付に係る負債 909 920

長期未払金 80 98

長期預り保証金 31 6

繰延税金負債 0 0

資産除去債務 48 48

固定負債合計 21,666 20,277

負債合計 33,533 38,003

純資産の部

株主資本

資本金 2,485 2,485

資本剰余金 1,220 1,220

利益剰余金 3,243 3,940

自己株式 △2 △2

株主資本合計 6,946 7,643

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 38 36

その他の包括利益累計額合計 38 36

非支配株主持分 870 966

純資産合計 7,855 8,646

負債純資産合計 41,388 46,649
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 63,793 24,445

売上原価 58,559 18,807

売上総利益 5,233 5,638

販売費及び一般管理費 4,073 4,243

営業利益 1,159 1,395

営業外収益

受取利息 2 14

受取配当金 1 2

賃貸収入 18 11

仕入割引 42 40

雑収入 38 36

営業外収益合計 104 105

営業外費用

支払利息 144 137

雑支出 10 2

営業外費用合計 154 140

経常利益 1,109 1,360

特別利益

固定資産売却益 - 187

特別利益合計 - 187

税金等調整前四半期純利益 1,109 1,547

法人税等 397 579

四半期純利益 711 968

非支配株主に帰属する四半期純利益 110 103

親会社株主に帰属する四半期純利益 601 864

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 711 968

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15 △2

その他の包括利益合計 △15 △2

四半期包括利益 696 965

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 586 862

非支配株主に係る四半期包括利益 110 103

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算しています。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。なお、「収益認識に関す

る会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品の販売につき出荷基準の場合に、出荷時か

ら当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であれば、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は代理人取引に係る収益認識です。

　冷蔵倉庫事業における運送取扱料収入、水産食品事業における帳合取引やセンター物流業務の収入などにつきま

しては、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、これらは代理人取引にあたるた

め、収益を純額(手数料相当額)で認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

ります。経過的な取り扱いでは、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合に累

積的影響額があれば、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減することになっておりますが、当該期首

残高に与える影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は同額の43,439百万円減少しております。販売費及

び一般管理費、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益につきましては影響はありません。また、収益

認識会計基準等を適用したことにより第１四半期連結会計期間から発生する売上割戻等に係る「契約負債」につき

ましては、金額的な重要性が低いことから流動負債の「その他」に含めて表示しております。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半期

連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額（注）１
四半期連結損益
計算書計上額

(注)２冷蔵倉庫事業 水産食品事業

売上高

外部顧客への売上高 5,489 58,303 63,793 － 63,793

セグメント間の内部売上

高又は振替高
153 5 158 △158 －

計 5,643 58,308 63,952 △158 63,793

セグメント利益 619 539 1,158 1 1,159

（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額（注）１
四半期連結損益
計算書計上額

(注)２冷蔵倉庫事業 水産食品事業

売上高

外部顧客への売上高 5,212 19,233 24,445 － 24,445

セグメント間の内部売上

高又は振替高
170 3 173 △173 －

計 5,382 19,236 24,619 △173 24,445

セグメント利益 746 648 1,394 1 1,395

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額 １百万円はセグメント間取引消去の額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額 １百万円はセグメント間取引消去の額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の「冷蔵倉庫事業」の売上高が487百万円減少

し、「水産食品事業」の売上高が42,952百万円減少しております。なおセグメント利益に与える影響はありませ

ん。
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